













































































　また、Ćirkovic Miladinovic and Milić（2012）は、小学生を対象に、目的言
語（英語）の学習を音楽と融合させタスク学習を行った。具体的には、学習者は、




































































































































	 be going to ～ / will ～
② 理由
	 the reason is that S＋V
③ 仮定 if we try to～（対策）
④ 自分の感想
	 I think that S ＋V
⑤ 前置詞（in）
（例：It happens in ～）
① 場所の表し方











































　　We call it （愛称） because （理由）．
③　高さはどのくらいか：It is （数字） meters high.
④　いつ噴火したか：Numerous eruptions have been recorded since （いつ）
/ for（数字）years.
⑤　噴火物は何か：（火山灰？水蒸気？火山岩？）is / are seen in （いつ）．
⑥　現在は活動しているか：Now, it is（活火山？休火山？）volcano.
⑦　火山の近くに何があるか：
　　There is / are （火山の近くにあるもの、いるもの）．
⑧　その近くで有名なものは何か：
　　（場所）is known for　/ is famous for （有名なもの）．
⑨　火山活動について自分の考え：It is （形容詞）  for （人称代名詞） to（動詞）．
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質 問 項 目 そう思わない そう思う とてもそう思う
内容と言語を統合した学習は楽しい 12人 30人 55人
ワークシートは有効である 6人 45人 46人





































よい授業だと思った。I think that project learning is 
good for me because it gave me a lot of knowledge.（男
子B）
（２）インターネッ
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